	２４年度 第１１回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　２月１３日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、長谷川、立花
引地、沼田、安彦、大山
欠席者　　村井、大友
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 
６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　長谷川、立花
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
平成２５年

　２月１３日（水）　第１１回常務理事会
　２月１４日（木）　宮城県主催

「放射線・放射能に関する

セミナー・相談会」（最終日）

　２月２４日（日）　管理士学術大会

　３月　２日（土）　放射線管理者研修会

　　　　　　　　　　　宮城消化管撮影技術研究会

　３月１３日（水）　第１２回常務理事会
　３月１６日（土）　宮城県乳房撮影研究会

　３月２３日（土）　宮城県放射線技師会特別講演会

第４４回総会
表彰者および定年退職者祝賀会
　４月１０日（水）　第１回業務執行理事会
　４月２０日（土）　新理事研修会及び第１回理事会
②議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 第４４回総会資料について
　前回理事会での総会資料の修正・訂正の指摘事項に対する修正の確認を行った。
公益法人の事業計画案は、申請した事業概括に基づいた整合性の取れた計画案で出すことが規定されていることから、書き方に多少の修正が必要となったため、資料を今週中までに修正し、メールにて確認を取ることとした。また、懸案事項であった公益事業推進委員会の事業案として、公益認定法人初年度となるため「公益目的事業を円滑に推し進めるうえで組織運営に関する提言を中心に活動し、具体的な事業企画を理事会に提案する」とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

２．フレッシュマンズセミナーについて
平成２５年６月８日（土）、１０～１８時
会場は情報・産業プラザ（AER）6階セミナールーム
日本診療放射線技師会より来年度の計画内容がまだ届いていないが、前年度と同じ内容案とした。
１）技師会紹介　　　　　　１０分
２）医療被曝関係　　　　　６０分
３）感染対策　　　　　　　６０分
４）気管支解剖　　　　　１２０分

５）接遇関係　　　　　　　６０分

６）ＫＹＴトレーニング　　１２０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
３．　平成２５年度県技師会会費納入案内について
　会費納入率低下の原因の一つに、日本診療放射線技師会と県技師会の会費を別々に納入するようになってから未納者が増えてきたことが常務理事会・理事会で挙げられた。日本診療放射線技師会に一括納入について問い合わせをしたところ、１月３０日にメールで２月４日まで一括納入を行なうかどうかの回答が寄せられたので、会長に相談した結果、事後承諾でもよいからという事で会長の判断のもと、一括納入方法をお願いした。
　県技師会のみの会員については、引き続き県技師会の事務局で会費納入の案内を出すこととする。

　事後承諾であるが会費納入方法の変更について了解して頂きたい。また、　日本診療放射線技師会は平成２５年度納入案内を３月中に発送する計画である。

ホームページの会告に、一括納入についての案内と変更について周知することで、会員に理解してもらうようにしていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．公益社団法人移行関連事業について
　平成２５年４月１日より公益社団法人に移行することで講演会・祝賀会をどのようにするか議論して頂きたい。

-　　組織（会員、賛助会員）内で、会費だけでやれる範囲で祝賀会を開催する。関連団体に対しては案内（挨拶状）で対応する。
日程は４月１日の登記後に開催することとし、新理事会の意見を聞いて決定することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．その他
①　表彰対象者の資格について
　第４回理事会において表彰者が会費未納の場合、会費納入後に表彰するとの決議が行われたが、前表彰委員長に確認したところ、表彰対象者を選考する際に会費・醵出金未納の場合は対象から除外し、それ以降に納入があっても次年度以降で表彰しないとの取り決めが行われていた経緯があることがわかった。
　第４回理事会での決議と表彰委員会の規約とに矛盾が生じてしまうが、どのように対応すべきか審議して頂きたい。
· 決議事項に問題はあったかと思うが、今回は決議通り表彰して、来年度（新法人）からはもう一度表彰規程の見直しを行い、できるだけ多くの会員に表彰を受けてもらう方向で検討することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承　②　新法人移行後の最初の総会の回数について
　２４年度３月総会は第４４回総会となる。次年度新法人移行後の５月の総会の回数を第何回にすればよいか。
· 社団法人から公益社団法人に移行しても画期的に変わったわけでもないので継続した回数で開催することとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　了承
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　第４４回総会日程
平成２５年３月２３日（土）、仙台サンプラザ

１５時～１６時３０分

総会資料発送は３月１日、委任状の投函締め切りは３月１９にとした。

総会職員は現在確認中である。
②　放射線管理者研修会について
　3月2日（土）、
情報･産業プラザ（AER）6階セミナールームで開催。
案内状を各施設に発送した。
③　日本診療放射線技師会

生涯教育カウント申請の依頼先について

研究会主催者に対する生涯学習カウントについて賛同して頂く依頼文を今年度中に提出して、来年度早々から実施していく。現在リストアップしている研究会等は７つであるが他に研究会があれば依頼文を提出するので研究会等の調査について協力して頂きたい。
２．学術部
①　平成２４年度特別講演会開催について

　日　時：平成２５年３月２３日（土）１３：３０～１４：３０

　場　所：仙台サンプラザ　１階　ローズ

　テーマ：「放射線機器にかかわる医療訴訟リスクと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その対応について」

　演　者：鶴見　晃二　先生

（ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社法務本部長）
　座　長：小野　勝範

　　　　（東北大学病院）

②　日本診療放射線技師会一般撮影基礎講習会報告
　平成２５年１月２７日、東北大学医学部臨床講義棟
　参加人数：１６名
　今回は事前に施設への案内をしないで、直前にホームページで案内を掲載したせいか宮城県の参加者が少なかった。今後、メールマガジン等を有効に利用して広報していきたい。
· 広報活動が手薄だったことだけではなく、日本診療放射線技師会への参加登録方法が解らなかったり、難しかったりして登録できない会員が見られた。今後、学術部には負担にはなるが、県で一括受付をしてはどうか。学術部で検討して頂きたい。
３．法人部
①　宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」への相談員派遣について

１月１０日・気仙沼市、1月１７日・大崎市　、1月２４日・石巻市、1月３１日・栗原市、２月　５日・登米市、　
2月７日・白石市の相談会を終了した。2月１４日（木）　の多賀城市が最終回となる。
②　宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」

　２月５日、第２回の会議が行われた。
　緊急被ばく医療マニュアル改訂について意見交換を行なった。
③　平成24年度放射線機器管理士・管理士合同学術大会について

　２月２４日、仙台医療センター・メディカルトレーニングｾﾝﾀｰで開催。県内の施設宛て、管理士連絡網、技師会ＨＰでの広報を行っている。２月１２日、管理士幹事会義を開催し、運営の確認を行った。
４．広報部
会報ＭＡＲＴ７９号　１月３１日に発刊した。
会員・賛助会員・日本診療放射線技師会・各県技師会に加えて、次の公共機関に各１部を発送。

・宮城県保健福祉部医療整備課

・県内の役所・区役所・役場の保健医療に関する部署
・県内の保健所

・県内の図書館（宮城県図書館には３部）

・東北大学医学部保健学科
・北村善明ＪＡＲＴ理事

・前野一雄　（国際医療福祉大学教授）
印刷数は７６０部、総発行部数は７００部
残った会報を新会員勧誘等に役立てて頂きたい。
今後、東北大学医学部保健学科放射線科には１０部配布するようにしていく。
５．福利厚生部
①　県技師会マージャン大会報告　
　　２５年1月26日（土）開催。参加人数２４名

成績発表

第１位　戸森　聖治　仙台医療センター

第２位　佐藤　正美　仙台市立病院

第３位　菅野　義久　東北公済病院

技師会支出　４２，５８０円（賞品代）
②　平成２４年度祝賀会について

　第４４回総会終了後、１７時より開催する。
　招待者は技師会顧問と特別会員の４名に案内する。
　会費は例年通り５，０００円とした。
　定年退職者は現在７名の方がおられる。
６．財務月例会計報告（平成２５年１月分）
①　法人部前渡し金２６０，０００円
2 会誌広告代３０，０００円入金
3 急患センター出務の放射線部より２００，０００円の寄付を頂いた。

７．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　なし
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　大内　直樹　　　　仙台市立病院　　
　→　　（財）宮城県予防医学協会
４．　転　出　　
　佐藤　真知　　　　国立病院機構仙台病院
→　　国立病院機構旭川病院
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　　　
　千葉　勝　　　　　　自宅　　　　　　　　　会員数　　５１３名
②　督促状について

２月５日に再々督促状と会長の了解を頂いて、会費納

入率が低いことから会の運営に支障が出る旨の内容の文面を添付して発送した。３月には電話作戦を考えている。今後も引き続き、滞納・繰越しをしないように努力していきたい。

８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。
２０１３年　２月１３日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事    長谷川　圭三　㊞

常務理事  　　沼田　仁志　　㊞
